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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 61 号
（2026 年 4 月）

よすみちゃん

第61号

　
博
物
館
探
検
隊

①
11
時
10
分
～
11
時
40
分

②
12
時
10
分
～
12
時
40
分

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

５
月
３
日（
日
・
祝
）

　
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
　
①
10
時
～
12
時

②
13
時
～
15
時

５
月
４
日（
月
・
祝
）

　
火
起
こ
し
体
験
　
　
　
10
時
～
12
時

５
月
５
日（
火
・
祝
）

　
よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
10
時
～
11
時

13
時
～
14
時

５
月
４
日（
月
・
祝
）、
５
日（
火
・
祝
）

　
キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

５
月
２
日（
土
・
祝
）～
５
日（
火
・
祝
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
限
定
！

　
よ
す
み
ち
ゃ
ん
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
る

よ
！
最
新
の
情
報
は
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
ね
！

おまつり当日は
「よすみちゃん」
も登場するよ！

　

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
時
～
15
時

ミ
ニ
丁
銀
づ
く
り古

代
出
雲
歴
史
博
物
館

銅
剣
・
銅
鐸
プ
ラ
板
づ
く
り

荒
神
谷
博
物
館

古
代
瓦
文
様
の
う
ち
わ
を
つ
く
ろ
う

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

ね
ん
ど
消
し
ゴ
ム
で
ま
が
玉
を
作
ろ
う

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　
展
示
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

●
常
設
展
館
長
ガ
イ
ド
　

10
時
10
分
～
11
時
10
分

●
春
季
企
画
展
11
時
10
分
～
12
時
10
分

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
　
14
時
～
14
時
30
分

●
速
報
展
　
　
　
　
14
時
30
分
～
15
時

　
屋
台
村
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー10

時
～
15
時

　
西
谷
墳
墓
群
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

10
時
～
15
時

◆
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
29
日（
水
・
祝
）

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

出
雲
商
業
高
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
10
時

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
６

◇
三
谷
神
社
獅
子
舞
保
存
会

　
子
ど
も
獅
子
舞
　
13
時
～
13
時
30
分

無料

無料無料

無料 無料 無料 無料

無料

有料有料
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第61号

「
旧
大
社
駅
の
年
代
記
」

「
立
ち
会
う
～
中
山
丘
陵
遺
跡
・

矢
野
遺
跡
の
新
発
見
～
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
速
報
展

保存修理の完了した旧大社駅（国重要文化財）

中山丘陵遺跡
出土の土師器壺

　

出
雲
市
大
社
町
に
は
、
全
国
で
も
数

少
な
い
国
の
重
要
文
化
財
の
駅
舎
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
、
２
０
０
４（
平
成

16
）年
７
月
に
指
定
さ
れ
た
「
旧
大
社

駅
本
屋
」（
以
下
、
旧
大
社
駅
）で
す
。

　

旧
大
社
駅
は
、
山
陰
本
線
の
支
線
・

大
社
線
の
終
点
と
し
て
１
９
１
２（
明

治
45
）年
に
開
業
し
ま
し
た
。
現
在
の

駅
舎
は
、
１
９
２
４（
大
正
13
）年
に
建

て
替
え
ら
れ
た
、二
代
目
の
駅
舎
で
す
。

　

１
９
９
０（
平
成
２
）年
に
大
社
線
が

廃
線
と
な
っ
た
の
ち
、
敷
地
と
と
も
に

大
社
町（
現
・
出
雲
市
）が
購
入
し
、
保

存
・
公
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

竣
工
か
ら
96
年
が
経
過
し
た
２
０
２
１

（
令
和
３
）年
２
月
か
ら
２
０
２
５（
令

和
７
）年
12
月
ま
で
、
老
朽
化
対
策
と

耐
震
化
の
た
め
、
約
５
年
間
に
わ
た
り

保
存
修
理
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

今
年
４
月
15
日
に
一
般
公
開
を
迎
え
ま

す
。

　

本
修
理
で
は
、
骨
組
み
を
残
し
て
施

工
す
る
半
解
体
修
理
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
修
理
に
伴
う
様
々
な
調
査

で
、
事
務
室
の
地
下
か
ら
初
代
駅
舎
の

基
礎
が
発
見
さ
れ
た
ほ
か
、
１
９
４
０

（
昭
和
15
）年
ご
ろ
の
旧
大
社
駅
の
内
部

　

伴
う
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
代
表
的

で
す
。
し
か
し
、
遺
跡
に
及
ぼ
す
影
響

が
少
な
い
、
あ
る
い
は
開
発
面
積
が
狭

小
で
あ
る
等
の
理
由
で
本
格
的
な
発
掘

調
査
を
行
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
場
合
、
工
事
の
際
に
文
化

財
課
職
員
が
立
ち
会
っ
て
遺
跡
の
状
況

を
確
認
す
る
「
工こ

う
じ
り
っ
か
い

事
立
会
」
を
行
い
ま

す
。
出
雲
市
で
は
発
掘
調
査
は
年
２
～

３
件
で
あ
る
一
方
、
工
事
立
会
は
年
30

件
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。
遺
構
・
遺
物

の
分
布
密
度
が
薄
い
場
所
や
調
査
範
囲

が
狭
い
場
合
も
多
く
、
何
も
見
つ
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
時
に
大
き

な
発
見
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
速
報
展

で
は
近
年
、
大
き
な
発
見
の
あ
っ
た
中な

か

山や
ま
き
ゅ
う
り
ょ
う

丘
陵
遺
跡
・
矢や

の野
遺
跡
の
工
事
立
会

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
山
丘
陵
遺
跡
は
出
雲
市
大お

お
つ津

町
の

丘
陵
地
に
所
在
し
、
土
器
や
石
器
な
ど

が
採
集
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
の
工
事
立
会
で
は
土は

じ

き
師
器
壺
を
埋
納

し
た
土
坑
を
確
認
し
ま
し
た
。
壺
は
古

墳
時
代
前
期
後
葉
か
ら
末
葉
頃
の
も

の
で
、
器
高
４
０
．
１
㎝
、
胴
部
径

３
４
．
８
㎝
を
測
り（
写
真
）、
出
土
状

３
月
11
日（
水
）～
６
月
22
日（
月
）

５
月
27
日（
水
）～
９
月
14
日（
月
）

が
写
っ
た
写
真
が
新
た
に
み
つ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
旧
大
社
駅
を

よ
り
竣
工
当
初
に
近
い
昭
和
初
期
の
姿

に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

今
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
で
は
、
修
理

の
完
了
と
駅
舎
の
公
開
を
記
念
し
、
日

本
の
鉄
道
の
始
ま
り
か
ら
大
社
線
の
敷

設
、
二
代
目
駅
舎
の
新
築
、
最
盛
期
か

ら
廃
線
、そ
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
を
、

時
代
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
唐
木 

ひ
か
る
）

況
か
ら
壺つ

ぼ
か
ん棺

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

矢
野
遺
跡
は
出
雲
市
矢
野
町
に
所
在

し
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
近
世
に
至
る

ま
で
連
綿
と
集
落
が
営
ま
れ
た
遺
跡
で

す
。
２
０
２
５
年
の
工
事
立
会
で
土
器

溜
ま
り
や
特と

く
し
ゅ
き
だ
い

殊
器
台
を
確
認
し
ま
し

た
。
土
器
溜
ま
り
で
は
地
表
50
～
70
㎝

の
深
さ
で
、
多
量
の
弥
生
土
器
片
が
出

土
し
、
接
合
・
復
元
す
る
と
弥
生
時
代

前
期
後
葉
頃
の
壺
・
甕
を
約
４
個
体
含

む
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土

器
溜
ま
り
の
北
側
約
25
ｍ
の
地
点
で

は
、
特
殊
器
台
の
破
片
が
出
土
し
ま
し

た
。
特
殊
器
台
は
弥
生
時
代
後
期
後
葉

頃
の
吉き

び備（
岡
山
県
南
部
）を
中
心
に
製

作
さ
れ
た
祭さ

い
し祀

用
の
土
器
で
す
。
こ
の

土
器
の
出
土
は
矢
野
遺
跡
の
広
域
的
な

交
流
を
示
す
貴
重
な
発
見
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
調
査
規
模
の
小
さ
な
工

事
立
会
で
も
、
時
に
大
き
な
発
見
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
工
事
立
会

の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
下
江 

裕
貴
）
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第61号

災
害
の
記
憶

★
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定

★
文
書
の
森
を
ゆ
く
�

　

出
雲
市
・
松
江
市
全
域
を
エ
リ
ア
と

す
る
「
島
根
半
島
・
宍
道
湖
中
海
ジ
オ

パ
ー
ク
」
は
、
平
成
29
年
12
月
に
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
4
年
に
一
度
、

書
類
審
査
や
現
地
調
査
に
よ
る
再
認
定

審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
島
根
半

島
・
宍
道
湖
中
海
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
今

年
度
２
回
目
の
再
認
定
審
査
を
受
け
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、「
４
年
間
の
再
認

定
」、
ま
た
は
、
早
急
に
解
決
を
要
す

る
重
要
な
問
題
点
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
の
「
２
年
間
の
条
件
付
き
再
認

定
」
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
11
月
22
日（
土
）か
ら
24
日

（
月
・
祝
）ま
で
の
３
日
間
で
行
わ
れ
た

現
地
調
査
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委

員
会
の
現
地
調
査
員
２
名
が
当
ジ
オ

パ
ー
ク
を
訪
れ
、
日
御
碕
や
斐
伊
川
、

立
久
恵
峡
等
の
地
質
サ
イ
ト
や
一
畑
薬

師
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
出
雲
弥
生
の

森
博
物
館
等
の
活
動
拠
点
施
設
を
巡

り
、
事
務
局
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
30
日
に
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
審
査
結
果
が
公
表

さ
れ
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
「
４

年
間
の
再
認
定
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
月
六
日
、
島
根
県
東
部
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
平
成
三
十
年
の
島
根
県

西
部
地
震
以
来
の
大
き
な
地
震
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
災
害
の
記
録
は
、
地
域
に

残
る
古
文
書
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
明
治
五（
一
八
七
二
）年
二

月
六
日
、
浜
田
県
浜
田
町（
現
・
浜
田

市
）の
沖
合
を
震
源
と
し
た
地
震
が
起

き
ま
し
た
。
地
震
の
強
さ
を
表
す
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
か
ら
七
．
二
と
推
定

さ
れ
、
死
傷
者
数
が
一
一
〇
〇
人
を
超

え
る
大
き
な
地
震
で
し
た
。
震
源
地
は

浜
田
で
す
が
、
そ
の
被
害
は
広
範
囲
に

お
よ
び
、
現
在
の
多
伎
町
か
ら
大
社
町

に
か
け
て
の
広
い
地
域
で
も
被
害
の
記

録
が
遺の

こ

っ
て
い
ま
す
。

　

多
伎
町
の
あ
る
家
に
遺
さ
れ
て
い
た

古
文
書
に
も
、
当
時
の
状
況
を
伝
え
る

文
面
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
…
此

こ
ん
じ
ゅ
う中

ハは

案あ
ん
が
い外

之の

大お
お
じ
し
ん

地
震
、
前ぜ

ん
だ
い
み
も
ん
お
そ
ろ
し
き
こ
と

代
未
聞
恐
敷
事

ニに

御ご
ざ
そ
う
ろ
う

座
候
」
先
日
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
大

地
震
に
遭あ

い
、
前
代
未
聞
の
恐
ろ
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
、
と
知
人
か
ら
の
手
紙

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
別
の
手
紙

で
は
「
久く

む
ら村

ゟよ
り

東ひ
が
し
はハ

不け
し
か
ら
ぬ
お
お
そ
ん
じ
こ
れ
あ
る

怪
大
損
事
有
之

由よ
し

…
」
久
村
よ
り
東
は
甚は

な
はだ

し
い
大
損

害
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
、
な
ど

各
地
域
の
被
害
状
況
を
伝
え
る
様
子
が

う
か
が
え
、
各
地
の
被
害
状
況
と
共
に

当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
震
災
を
受

け
止
め
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
明
治
政
府
は
こ
の
震
災
に
対

し
て
「
窮き

ゅ
う
み
ん
い
ち
じ
き
ゅ
う
じ
ょ
き
そ
く

民
一
時
救
助
規
則
」
を
定
め
、

救
助
金
を
出
し
、
仮
設
の
病
院
が
建
て

ら
れ
た
り
、
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
が

行
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は

「
浜
田
地
震
」
と
し
て
記
録
さ
れ
、
今

に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
記
録
は
公
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
各
地
の
人
々
が
記
し
た
日
常
の

書
き
物
の
中
に
た
く
さ
ん
遺
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
震
で
ど
こ
の
山
が
崩
れ
た
、

大
雨
で
あ
そ
こ
の
堤
防
が
切
れ
て
家
が

流
さ
れ
た
な
ど
、
手
紙
や
日
記
に
書
か

れ
た
記
録
を
拾
い
集
め
る
こ
と
で
過
去

の
被
害
の
全
体
像
を
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
、
未
来
の
防
災
に
繋つ

な

げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
に
も
、

実
は
過
去
の
災
害
に
つ
い
て
書
か
れ
た

物
が
遺
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
川 

英
里
）

大  

地  

震  

前  

代  

未
聞  

恐
敷

鳥
屋
尾
巧
家
文
書（
出
雲
市
蔵
）よ
り

　

次
の
４
年
間
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

や
企
業
・
団
体
な
ど
多
く
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の

内
容
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が
、
ふ
る
さ
と
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
高
め
、
人
材
育
成
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
や
産
業
な

ど
の
地
域
振
興
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
植
田　

学
志
）

現地調査の様子
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発
掘
調
査
で
は
、
遺
跡
地
の
地
面
を

掘
り
下
げ
、
地
下
に
眠
る
過
去
の
建
物

跡
や
生
活
の
道
具
な
ど
を
掘
り
出
し
て

い
く
。
時
に
は
時
代
の
異
な
る
地
層
が

重
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
掘

り
分
け
る
に
は
技
術
が
必
要
と
な
る
。

建
物
の
跡
や
土
器
が
見
つ
か
っ
た
場
所

を
正
確
に
記
録
す
る
測
量
術
、
さ
ら
に

は
写
真
撮
影
の
技
術
も
必
要
で
あ
る
。

埋
蔵
文
化
財
担
当
者
は
、
実
は
ア
タ
マ

を
フ
ル
回
転
さ
せ
な
が
ら
発
掘
調
査
に

従
事
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
技

術
は
ど
こ
で
ど
う
習
得
す
る
の
か
。

　

そ
れ
は
基
本
的
に
は
大
学
。
考
古
学

研
究
室
や
考
古
学
専
攻
の
先
生
の
元
で

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
。
私
の
場

合
、
研
究
室
の
教
官
・
学
生
と
と
も
に

京
都
市
街
南
西
の
向む

こ
う日

市
内
で
古
墳
の

測
量
や
発
掘
調
査
に
従
事
し
学
ん
だ
。

調
査
参
加
者
は
、
各
々
が
毎
日
現
地
集

合
す
る
の
で
は
な
く
、
調
査
地
近
く
の

ア
パ
ー
ト
や
寺
の
お
堂
を
借
り
上
げ
、

そ
こ
で
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
調
査

に
携た

ず
さわ

る
の
が
一
般
的
だ
。

　

さ
て
、当
館
の
常
設
展
示
の
目
玉
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
西
谷
三
号
墓
の
出
土

品
。
渡わ

た
な
べ
さ
だ
ゆ
き

邊
貞
幸
先
生
（
名
誉
館
長
）
が

島
根
大
学
の
み
な
ら
ず
岡
山
大
学
な
ど

他
大
学
の
学
生
た
ち
を
も
率
い
て
発
掘

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

調
査
に
当
た
ら
れ
た
。
一
九
八
三
年
に

始
ま
る
こ
の
発
掘
調
査
で
、
渡
邊
先
生

が
ま
ず
直
面
さ
れ
た
の
は
多
人
数
の
調

査
部
隊
の
「
基
地
」
つ
ま
り
宿
舎
の
探

索
だ
っ
た
と
い
う
。
出
雲
市
内
の
お
寺

に
電
話
を
か
け
る
が
、
な
か
な
か
色
よ

い
返
事
は
な
い
。
よ
う
や
く
承
諾
を
い

た
だ
け
た
の
が
大
津
町
に
あ
る
亀き

え
ん
ざ
ん

渕
山

西さ
い
こ
う
じ

光
寺
だ
っ
た
。十
年
に
及
ぶ
調
査
は
、

ず
っ
と
こ
こ
を
宿
舎
と
し
た
か
ら
こ
そ

成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
思
う
。

　

そ
の
西
光
寺
が
昨
年
末
に
火
災
に
見

舞
わ
れ
、
ご
住
職
の
長お

さ
な
が
ぜ
ん
き
ょ
う

永
禅
教
和
尚
が

示じ
じ
ゃ
く寂

さ
れ
た
。
世せ

じ
ゅ寿

九
十
一
歳
。
痛
ま

し
さ
に
胸
が
塞
が
れ
る
。
当
館
二
階
で

流
れ
る
「
時
を
超
え
て
」
と
い
う
発
掘

調
査
過
程
の
ビ
デ
オ
に
は
、
和
尚
の
柔に

こ

や
か
な
お
姿
が
映
る
。
せ
め
て
も
の
縁

よ
す
が

に
な
れ
ば
。
合
掌
。　
　
（
花
谷　

浩
）

▼
春
季
企
画
展
　
　
　
　
　

　

開
催
中
～
５
月
11
日（
月
）

　「
須
佐
神
社
の
棟
札
」

　
●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
【
無
料
】

　
　

４
月
５
日（
日
）

　
　

い
ず
れ
も
10
時
か
ら
・
申
込
不
要

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

開
催
中
～
６
月
22
日（
月
）

　「
旧
大
社
駅
の
年
代
記
」

　
●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
【
無
料
】

　
　

４
月
12
日（
日
）、５
月
24
日(

日
）、

　
　

６
月
21
日（
日
）

　
　

い
ず
れ
も
10
時
か
ら
・
申
込
不
要

▼
速
報
展

　

開
催
中
～
５
月
25
日（
月
）

　「
古
志
本
郷
遺
跡
第
15
次
発
掘
調
査
」

　

５
月
27
日（
水
）～
９
月
14
日（
月
）

　「
立
ち
会
う
～
中
山
丘
陵
遺
跡
・

　
　
　
　
　
矢
野
遺
跡
の
新
発
見
～
」

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

▼
職
員
リ
レ
ー
講
座

①
６
月
13
日（
土
）　

14
時
～
16
時

　「
徳
川
家
と
『
出
雲
国
風
土
記
』

　
　
　
―
将
軍
が
手
に
し
た
写
本
―
」

　

●
講　

師　
　

髙
橋　

周

（
博
物
館
学
芸
係
）

②
７
月
４
日（
土
）14
時
～
16
時

　「
一
度
は
行
っ
て
み
た
い

　
　
島
根
半
島
・
宍
道
湖
中
海

ジ
オ
パ
ー
ク
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
」

　

●
講　

師　
　

吉
岡 

正
泰

（
ジ
オ
パ
ー
ク
係
）

③
７
月
12
日（
日
）14
時
～
16
時

　「
火
山
災
害
を
乗
り
越
え
た
出
雲

　
平
野
周
辺
の
縄
文
社
会
と
対
外
交
流

　
―
島
根
半
島
・
宍
道
湖
中
海

　
　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　
魅
力
を
求
め
て
―
」

　

●
講　

師　
　

幡
中 

光
輔

（
埋
蔵
文
化
財
１
係
）

職
員
リ
レ
ー
講
座
の
申
込
に
つ
い
て

定
員 

各
80
名
／
各
回
３
０
０
円

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

●
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号



------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
【正誤表】 
 
下記のとおり、修正箇所がございますのでお知らせします。 
 
 
・該当ページ：出雲弥生の森博物館だより第６１号 ２ページ目下段 
       速報展「立ち会う～中山丘陵遺跡・矢野遺跡の新発見～」１行目 
 
(誤)伴う大規模な発掘調査が代表的です。 
(正)遺跡の調査というと、開発等に伴う大規模な発掘調査が代表的です。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------


